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理科 学習指導案

日 時 平成２０年１１月１０日（月）５校時
学 級 ２年３組（男子２０名 女子１８名 計３８名）
場 所 第１理科室
授業者 山崎 隆士

１ 単元名 １分野下 ４ 化学変化と原子・分子（第２章 物質どうしの化学変化）

２ 単元について

(1) 教材観

この「化学変化と原子・分子」では、化学変化についての観察・実験を通して、化合・分解な
どにおける物質の変化やその量的な関係について理解させるとともに、これらの事物・現象を原
子や分子のモデルと関連づけてみる見方や考え方を養っていくことをねらいとしている。

本章では２種類の物質を化合させる実験を行い、反応前とは異なる物質が生成することを見い
だすとともに、化学変化は原子や分子のモデルで説明できること、化合物の組成は化学式で表さ
れること及び化学変化は化学反応式で表されることを学習し、本時は酸化や燃焼の実験を行い、
酸化や燃焼が酸素の関係する反応であることを学習する。また、化学変化と質量の保存において
は、化学変化の前後における物質の質量を測定する実験を行う。

(2) 生徒観

これまでに生徒は、小学校６年生で紙や木などの植物体が燃えるときは、空気中の酸素が使わ
れて二酸化炭素が発生していることを学習している。また、中学校１年の「物質のすがたと状態
変化」で状態変化について学習している。

また、普段の実験の様子から生徒たちが実験をすることに興味を持っていることがわかるが、
定期テストや小テストの結果を見ると、定着が十分でない生徒もおり、興味と定着をどれだけ結
びつけられるか工夫していく必要がある。

(3) 指導観

本単元のねらいは、原子・分子についての基礎概念を身につけることである。実験や観察を通
して、反応前と反応後の違いをモデルでイメージして考える力を身につけさせたい。実験や観察
によって基礎的な技能を習得させ、化学変化に興味を持たせ、演示の仕方や使用する器具や物質
も工夫をして生徒の関心を高めていかなくてはならない。

３ 単元の目標

(1) ２種類の物質を化合させる実験を行い、反応前とは異なる物質が生成することを見いだすとと
もに、化学変化は原子や分子のモデルで説明できること、化合物の組成は化学式で表されること
及び化学反応は化学反応式で表されることを理解する。

(2) 化学変化に関係する物質の質量を測定する実験を行い、反応の前後では物質の質量の総和が等
しいこと及び反応する物質の質量の間には一定の関係があることを見いだす。
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４ 単元の指導計画と評価規準

評 価 規 準
時 指導目標

関心･意欲･態度 科学的な思考 観察･実験の技能･表現 知識・理解

１ ･物質が結びついて別の新しい ･物質が結びついて別の ･どのようにしたら､鉄と硫黄を結びつけること ･鉄と硫黄の混合物を熱 ･水素と酸素の混合気体に点火すると
物質ができる化学変化に興味を 物質ができることに興味 ができるか､自分の考えを発表できる。 したときに起こる反応 水ができるように､物質どうしが結び
持たせ、鉄と硫黄の混合物を熱 を持ち､話し合いに進ん ･鉄と硫黄の混合物を熱すると後に別の物質がで と､できた物質の性質に つく化学変化があることを理解でき
したときの変化を観察し、でき で参加しようとする｡ きることを実験結果から指摘できる｡ ついて調べることができ る｡
た物質を調べさせる。また、そ ･化合物について例を挙げて説明できる｡ る｡ ･化合は化学変化の一つであることを
の結果を記録、発表させる。 ･硫化鉄が化合物であり､純粋な物質であること 説明できる｡

を原子､分子の概念で説明できる｡

２ ･物質が燃えるときの化学変化 ･ものが燃えるときの変 ･物質が燃えるときには何が必要でどんな変化が ･ｽﾁｰﾙｳｰﾙを燃や ･燃焼が､熱と光を出しながら激しく
に興味を持たせ､物質が燃えた 化や､燃えたときにでき 起こるかを自分なりに考えて指摘できる したときの質量の変化や 酸素と化合する反応であることを指摘

本 ときにできる物質を調べて結果 る物質に興味を持ち､進 ･ｽﾁｰﾙｳｰﾙを燃やす前後では質量の変化に 酸素が使われているかど できる｡
時 を記録､発表させる｡ んで調べようとする｡ ついて予想でき､自分なりの考えで指摘できる｡ うかを調べることがで ･有機物が燃焼したときに二酸化炭素

･金属と酸素の化合でできる物質を原子､分子の き､燃えてできた物質に や水ができることを説明できる｡
ﾓﾃﾞﾙで説明できる｡ ついて調べることができ
･金属は燃えても二酸化炭素や水ができないこと る｡
や､有機物を燃やした後の物質について原子､分
子の考えから指摘できる｡

３ ･化学変化の起こる前後で物質 ･化学変化の前後の質量 ･今まで学習した化学変化から､化学変化の前後 ･化学変化の前後で物質 ･質量保存の法則について､例を挙げ
の質量がどう変化するかに興味 の変化に興味を持ち､進 で全体の質量がどう変化するかを考え､発表する の質量を正しく測定し表 て説明できる｡
を持たせ､物質が化学変化した んで調べようとする｡ ことができる にまとめることができ ･質量保存の法則から､化学変化に関
ときの前後の質量を調べて､そ ･沈殿のできる反応､気体の発生する反応､金属 る｡ 係する物質の原子の種類と数には変化
の結果から質量保存の法則を検 が酸素と化合する反応について化学変化の前後の がないことを例を挙げて説明できる｡
証させる｡ 質量を予想できる｡
･質量保存の法則から､反応に ･実験結果から､化学変化の前後の質量の変化の
関係する物質の原子の種類と数 有無とその理由について自分の考えをまとめよう
には変化がないことを見いださ とする｡
せる｡ ･実験結果から､物質の出入りがなければ化学変

化の前後で物質全体の質量は変化しないという規
則性を推論できる｡
･溶解や状態変化等ではその見え方や体積は変化
しても質量は変化していないことを指摘できる｡

４ ･物質は化学式で表せることと ･化学変化の例を挙げ､ ･化学変化では､質量保存の法則が成り立つこと ･質量保存の法則が成り ･化学反応式がどのような化学変化を
化学変化に関係する物質の原子 化学反応式でどう表され から､化学反応式をつくるとき､右辺と左辺の原 立つことから､化学反応 表しているか説明することができる｡
の種類と数には変化がないこと るか考えようとする｡ 子の種類と数が等しくなることに注目できる｡ 式を書くとき､左右の原 ･化学変化を原子や分子のﾓﾃﾞﾙを
をもとに､化学変化を原子､分 ･水素と酸素の化学変化を､化学反応式で表すこ 子の数が等しくなるよう 使って表すことができる｡
子のﾓﾃﾞﾙを使いながら化学 とができる｡ に数を合わせることがで ･銅と酸素の化学変化を粒子ﾓﾃﾞﾙ
反応式で書き表すことができる きる｡ を使って表すことができ化学式を使っ
ようにする｡ て化学反応式を表すことができる｡
･化学反応式の意味について説 ･水の分解の化学反応式が書け中和反
明できるようにさせる｡ 応で塩と水ができることを指摘できる

５ ･金属と酸素の化合に伴う質量 ･化学変化が起こると ･金属と酸素の化合したときの質量の像を予想し ･金属を熱して､反応の ･2 種類の物質から化合物ができる
増加に興味を持たせ､金属を熱 き､反応する物質の質量 自分の考えを発表することができる｡ 前後の質量を正しく測定 とき一定の割合で化合することを例を
したときの質量変化から金属の について興味を持ち､進 ･実験の結果から､ある質量の金属と化合する酸 し､その結果をｸﾞﾗﾌ 挙げて説明できる｡
質量と化合する酸素の質量の割 んで調べようとする｡ 素の質量には限度があることを説明できる｡ に表すことができる｡ ･原子どうしが決まった割合で結びつ
合が一定であることを検証させ ･実験結果をｸﾞﾗﾌ化し規則性を見いだすこと くことを説明できる｡
る｡ ができる｡ ･金属と酸素の化合を原子､分子のﾓ
･反応に関係する 2 つの物質 ･化合する物質の質量比は､原子の質量の比であ ﾃﾞﾙで考察できる｡
を作る原子どうしは決まった割 ることを指摘できる｡
合で結びつくことを理解させ
る｡
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５ 本時の計画

(1) 指導目標

燃焼について、酸素との関わりを見いだし、燃焼した後の物質が燃焼する前の物質とは違うこ
とを調べることができる。

(2) 指導の構想

実験結果から考察し、まとめに結びつく道筋を提示し、レポートを作成させる。それにより考
察が比較的困難な生徒も容易に思考できるようにしていく。

そして、本時で学習した内容は家庭学習において教科書本文の視写という復習を持って基礎・
基本の定着を図る。

(3) 具体の評価規準

具体の評価規準
Ｃ（努力を要する生徒への手立て）

Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる）

関心 ・ものが燃えるときの変化 ・燃焼や酸化の実験に取り組 ・実験に取り組むよう声をか
・ や、ものが燃えたときにで もうとする。 ける。
意欲 きる物質に興味を持ち、進
・ んで調べようとする。
態度

科 ・スチールウールを燃やす ・燃やす前後の質量の変化を ・簡易天秤の演示に注目させ
学 前後の質量の変化を予想で 予想している。 て予想を促す。
的 き、自分なりの考えで指摘
な できる。
思
考

観察 ・燃焼に酸素が使われてい ・燃焼に酸素が使われている ・どのように調べるのか丁寧
・ ることを調べることができ、 ことを調べようとし、燃えて に教えるか、班員の作業をし
実験 燃えてできた物質について できた物質について調べよう っかり見るように指示する。
の 進んで調べることができる。 としている。
技能
・
表現

知
識
・
理
解
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(4) 本時の展開

学習内容 学習活動 指導上の留意事項 評価の観点（方法）

導 ○ 演示・観察 ・天秤の傾きを観察し ・簡易天秤で炭を燃
入 有機物が燃えると軽く やし、その傾きを説

なることを確認する。 明する。

・ものが燃えるときに ・簡易天秤に設置し 【科学的な思考】
必要な物質を確認する たスチールウールを ・予想ができているか

見せ、予想して班で （机間巡視・観察）
１ 学習課題の設定 ・スチールウールの天 まとめるように指示

秤はどちらに傾くか予 する。
想し、その理由を班で

10 話し合い、まとめる。
分

学習課題：スチールウールを燃やすとどうなるか、また、できた物質はどのようなもの
か調べよう。

展
開 ２ 課題解決の予想 ・結果のまとめ方を確 ・結果のまとめ方を 【関心・意欲・態度】

認する。 板書で説明する。 ・実験に取り組む態度
（机間巡視・観察）

３ 学習課題の追究 ・実験Ａ（燃やす前と ・実験Ａの操作につ
燃やした後の質量を比 いて説明する。
較して調べる）

・質量についてどう
なったか全体で確認
してから、実験Ｂの
操作を確認し、進ま

・実験Ｂ（燃やす前の せる。 【観察・実験の技能・表現】

スチールウールと燃や ・実験の取り組み方
した後のスチールウー （机間巡視）
ルの性質を比べる）
〈電流は流れるか・磁
石への着き方・手触り
・塩酸との反応〉 ・それぞれの結果が

どうなったか各班に
発表させてから、実
験Ｃのやり方を説明

・実験Ｃ（酸素が使わ し、進ませる。
れいるか調べる）

４ 学習課題の解決 ・３つの実験の結果を ・３つの実験につい
35 確認する。 て結果を板書で確認
分 する。

終 ５ まとめ
結

・スチールウールを燃やすと重くなる。 ・スチールウールは燃えると電流は流れにく
くなり、磁石に付きにくくなり、崩れやすくなり、塩基との反応が悪くなる。
・臭気ビンの中に水が入っていく。

○ 次時の予告 ・次の時間は結果から ・次の時間の説明を
わかることを考察する する。
ことを確認する。

○家庭学習との連携 ・実験の結果をレポー ・レポートの指示を
トにまとめておき、考 する。
察しておくことを確認




